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成
田
市
で
は
子
ど
も
た
ち
を
事
件
や
犯
罪
か
ら
守
る
た
め

パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
防
犯
広
報
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
業
務
を
通
し
て
地
域
の
安
全
安

心
を
守
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
守
る
動
き

　
全
国
で
子
ど
も
が
犯
罪
被
害
者
と
な
る

凶
悪
事
件
が
多
発
す
る
中
、
成
田
市
で
は

子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
や
機
関
の
設
置
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は

地
域
で
守
ろ
う
と
、
平
成
15
年
に
市
内
25

の
団
体
に
よ
る
成
田
地
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
が
結
成
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
町

内
会
な
ど
で
も
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
相

次
い
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
続
く
平
成
16

年
に
は
防
犯
事
務
所
が
設
置
さ
れ
、
子
ど

も
を
犯
罪
や
事
故
か
ら
守
る
青
少
年
育
成

指
導
員
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
防
犯
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例

の
施
行（
平
成
19
年
）や
防
犯
ま
ち
づ
く
り

推
進
計
画
の
策
定
な
ど
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

市
内
の
安
全
安
心
に
対
す
る
動
き
が
加
速

し
て
い
き
ま
し
た
。（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

「
通
パ
ト
」
運
行
開
始

　
こ
う
し
た
中
、
地
域
の
安
全
安
心
を
守

る
た
め
、
平
成
16
年
に
は
青
色
回
転
灯
を

装
備
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
育
成
指
導
員

と
防
犯
巡
回
指
導
員
が
共
に
乗
り
込
ん
で
、

市
内
全
域
を
巡
回
す
る
活
動
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
市
内
の
隅
々
ま
で

防
犯
の
目
を
行
き
届
か
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
巡
回
活
動
を
、
多
く
の
市
民
が
不

安
を
感
じ
て
い
た
子
ど
も
へ
の
防
犯
に
も

拡
大
し
よ
う
と
、
平
成
18
年
９
月
、
同
じ

く
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
通
学
路
専
用

の
パ
ト
ロ
ー
ル
車
６
台
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
て
「
通
学
路
防
犯
広
報
啓
発

活
動
」
と
し
て
事
業
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト

パ
ト
ロ
ー
ル
車
で

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る

通パト出発式（平成１８年９月１５日、成田市役所で）

下校時間帯は見守りを強化

特
集
通
学
路
防
犯
広
報
啓
発
活
動
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し
、
運
行
は
成
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
任
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

よ
く
使
わ
れ
る
「
通
パ
ト
」
と
い
う
呼
び

名
は
、
こ
の
事
業
名
と
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務

の
略
称
で
す
。

事
件
に
つ
な
が
る
前
兆
事
案

　
市
民
の
防
犯
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に

犯
罪
の
発
生
件
数
は
以
前
に
比
べ
る
と
少

な
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
平
成
30
年
度
の

県
内
犯
罪
発
生
件
数
は
約
４
７
，０
０
０
件

（
千
葉
県
警
調
べ
）と
な
っ
て
い
ま
す
。成
田
市

で
は
ピ
ー
ク
の
平
成
14
年
に
約
4
，0
0
0

任
務
は
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

　
「
通
パ
ト
」
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
会

員
に
対
し
て
は
、
千
葉
県
警
よ
り
「
パ
ト

ロ
ー
ル
実
施
者
証
」
が
交
付
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
身
分
は
一
般
社
会
人
で
あ
る
た
め

活
動
は
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
業
務

内
容
は
、
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
連
れ
去

り
や
誘
拐
事
件
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
見

守
り
が
主
な
任
務
で
す
。

　
市
か
ら
示
さ
れ
た
業
務
仕
様
で
も
不
審

者
を
見
か
け
た
と
き
や
犯
行
現
場
を
目
撃

し
た
場
合
は
直
ち
に
警
察
や
防
犯
事
務
所

等
へ
通
報
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
不

用
意
に
相
手
を
取
り
押
さ
え
た
り
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

通
パ
ト
会
員
の
活
動
に
当
た
っ
て
は

件
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
30
年
に
は
約

1
，2
0
0
件
ほ
ど
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
県
内
発
生
犯
罪
数
の
内
約
1
，0
 
0
 0 

件
が
少
年
犯
罪
と
な
っ
て
い
て
、
子
ど
も

が
被
害
に
遭
っ
た
事
例
は
約
３
０
０
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
多
い
事
案
と
し
て
①
児

童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
②
育
成
条
例
違
反

③
未
成
年
喫
煙
禁
止
法
違
反
な
ど
で
す
。

　
事
件
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
不

審
者
な
ど
の
前
兆
事
案
が
市
民
な
ど
か
ら

警
察
に
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
平
成

30
年
度
は
成
田
署
だ
け
で
も
１
７
７
件
に

上
り
ま
し
た
。
千
葉
県
警
に
通
報
の
あ
っ

た
前
兆
事
案
の
内
、
13
歳
未
満
を
対
象
に

し
た
不
審
者
情
報
１
，５
０
０
件
に
つ
い

て
見
る
と
「
声
か
け
」
が
４
割
近
く
を
占

め
、
こ
の
行
為
が
犯
罪
発
生
に
つ
な
が
る

前
触
れ
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
不
審
者
に

よ
る
「
声
か
け
」「
つ
き
ま
と
い
」
な
ど
の

被
害
に
遭
っ
た
場
所
と
し
て
は
路
上
が
７

割
に
も
達
し
て
い
ま
す
。（
上
表
）

　
同
調
査
で
は
子
ど
も
た
ち
の
帰
宅
時
や

通
学
時
の
被
害
が
６
割
を
占
め
る
こ
と
か

ら
、
下
校
時
間
帯
か
ら
薄
暮
時
に
か
け
て

見
守
り
を
強
化
す
る
こ
と
が
犯
罪
防
止
に

は
重
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
見
て
も
分
か
る

通
り
、
改
め
て
通
学
路
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
必
要
性
と
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

「
無
理
を
し
な
い
、
無
理
を
さ
せ
な
い
、

怪
我
を
し
な
い
、
怪
我
を
さ
せ
な
い
」
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

行為別被害
場所別

声かけ
35.6%路上

70.4%
公園
13.2%

店内
5.0%

駐車（輪）場
2.0%

敷地内
5.4%電車・バス

1.4%
駅
0.8%

その他
2.0%

その他
6.8%

つきまとい
13.1%

痴漢
5.4%

盗撮
10.0%

のぞき見
0.8%

その他暴力行為
4.4%

待ち伏せ
0.6%車両誘い込み

2.0%

露出
12.7%

不審者
8.5%

集団下校の子どもたちを見送る会員

（千葉県警調べ）

平成15年
　  7月　�25の関係団体が成田地区防犯パト

ロール隊を結成
平成16年
　  4月　�市防犯事務所を設置し、青少年育成

指導員を配置
　  7月　防犯巡回指導員が活動開始
　12月　�青色回転灯を装備したパトロール車

を導入。市内全域の巡回活動を開始
平成18年
　  1月　�不審者情報などを保護者の携帯電話

に連絡する学校情報配信システムを
運用開始

　  9月　�通学路防犯パトロールを開始。専用
車両として「青パト」6台を導入

平成19年
　10月　�成田市防犯まちづくり推進条例が施行
平成20年
　  4月  成田市駅前番所（えきばん）が業務開始
　12月　�防犯かけこみ110番の店としてコン

ビニエンスストアとガソリンスタン
ドを中心に協力依頼

平成21年
　  7月　�成田市移動駅前番所（移動えきばん）

活動開始
平成24年
　  9月　成田市暴力団排除条例施行

成田市の防犯への取り組み

不審者情報の分析結果（平成30年度）
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市
内
全
域
を
30
人
で

　
現
在
、
市
内
に
は
小
学
校
24
校
と
中
学

校
9
校
、
そ
れ
と
小
中
一
貫
校
1
校
の
市

立
小
中
学
校
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
6
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
就
業
会
員
は
30
人
で
、
1
ブ

ロ
ッ
ク
5
人
づ
つ
6
班
に
分
か
れ
2
人
1

組
で
地
区
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
市
街
地

を
含
む
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
以
外
は
区
域
が

広
く
、
巡
回
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
1
日

に
１
０
０
ｋｍ
以
上
走
行
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
活
動
は
年
間
を
通
じ
て
行
わ
れ
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
子
ど
も
た
ち
の
登
校
日
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
夏
休
み
や
冬
休
み
中

は
出
動
回
数
は
少
な
く
な
り
ま
す
。
活
動

時
間
は
始
終
業
日
な
ど
の
特
別
な
日
を
除

き
、
夏
期
間（
４
月
～
９
月
）が
13
時
30
分

～
19
時
30
分
、
冬
期
間（
10
月
～
3
月
）が

12
時
30
分
～
18
時
30
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
被
害
に
遭
う
割
合
が
最

も
高
い
、
下
校
時
か
ら
遊
び
に
出
か
け
る

時
間
帯
に
見
守
り
活
動
を
行
う
こ
と
で
犯

罪
の
抑
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

防
犯
事
務
所
を
拠
点
に
活
動

　
通
パ
ト
の
運
行
業
務
を
、
冬
期
の
就
業

日
の
流
れ
で
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
当
日
午
後
、
担
当
す
る
12
人
の
会
員

（
6
ブ
ロ
ッ
ク
×
2
人
）は
、
ま
ず
J
R
成

田
駅
西
口
の
防
犯
事
務
所
に
集
合
、
決

め
ら
れ
た
服
装（
防
犯
ベ
ス
ト
と
防
犯
帽

子
着
用
）と
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者
証
や

1
1
0
番
通
報
メ
モ
の
携
行
を
確
認
し
、

事
務
所
敷
地
内
に
配
備
さ
れ
て
い
る
パ
ト

ロ
ー
ル
車
の
点
検
・
清
掃
を
行
い
ま
す
。

次
に
全
員
で
出
発
前
の
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
ま
す
。
こ
こ
で
市
交
通
防
犯
課
担
当
者

や
防
犯
ま
ち
づ
く
り
指
導
員
か
ら
市
内
の

情
勢
や
必
要
な
連
絡
を
受
け
た
後
、
各
地

区
へ
と
向
か
い
出
発
し
ま
す
。

　
担
当
エ
リ
ア
に
入
る
と
、
各
小
中
学
校

や
そ
の
通
学
路
の
立
ち
寄
り
ポ
イ
ン
ト
で

見
守
り
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
パ
ト

ロ
ー
ル
車
の
放
送
設
備
で
防
犯
の
呼
び
掛

け
や
防
犯
広
報
を
流
し
な
が
ら
地
区
内
を

隈
な
く
走
行
し
ま
す
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
後
、
報
告
書
に
当
日
の
活

動
状
況
を
記
入
し
防
犯
事
務
所
へ
提
出
し

業
務
終
了
と
な
り
ま
す
。

出発前の車両点検

いざパトロールに出発(JR成田駅西口の防犯事務所前で)
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さ
ま
ざ
ま
な
事
態
に
対
応

　
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
都
度
最

善
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

会
員
は
、
常
に
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル（
手
引

き
）に
基
づ
い
た
行
動
を
心
掛
け
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
手
引
き
で
は
、
通
学
路
周
辺
で
特
に
注

意
す
る
場
所
と
し
て
は
、
①
人
通
り
の
少

な
い
道
路
②
荒
れ
た
空
き
家
や
店
舗
③
見

通
し
の
悪
い
公
園
④
地
下
道
や
高
架
の
下

⑤
警
備
員
の
い
な
い
駐
車
場
や
駐
輪
場
な

ど
と
な
っ
て
お
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
こ

の
よ
う
な
場
所
は
入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
い
ま
す
。
通
学
路
は
交
通
事
故
防
止
の

た
め
交
通
量
の
少
な
い
場
所
を
選
定
す
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
道
路
は

特
に
注
意
が
必
要
な
場
所
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
安
全
に
下
校
で
き
る
よ
う
重
点

的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
警
察
や
防
犯
事
務
所
か
ら
活
動

中
の
通
パ
ト
会
員
に
不
審
者
情
報
な
ど
の

緊
急
連
絡
が
入
っ
た
場
合
は
、
該
当
地
区

の
会
員
は
警
戒
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

他
地
区
で
も
同
様
の
犯
罪
防
止
に
動
き
出

し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
経
験
を
生
か
す

　
通
パ
ト
業
務
に
は
、
警
察
の
「
青
色
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
」
を
受
け
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
者
証
を
交
付
さ
れ
た
会
員
が
就
業

し
て
い
ま
す
。
防
犯
に
関
心
を
持
つ
会
員

な
ら
前
記
の
講
習
を
受
け
れ
ば
通
パ
ト
業

務
に
就
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
現
役
時
代

の
経
験
を
仕
事
に
生
か
せ
る
と
い
う
こ
と

で
、
警
察
官
O
B
の
会
員
も
何
人
か
就
業

し
て
い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
現
場
で
は
予

期
せ
ぬ
こ
と
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
、
警

察
官
O
B
の
長
年
に
わ
た
り
培
わ
れ
た
経

験
は
通
パ
ト
活
動
を
行
う
上
で
は
大
き
な

強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
の
経
験
を
最
大

限
に
活
用
し
た
人
員
配
備
を
行
う
こ
と
で

「
通
学
路
防
犯
広
報
啓
発
活
動
」
業
務
を

遂
行
し
て
い
ま
す
。

車から降りて危険個所のチェック

　通パトは、周囲の市民に自分たちの存在を見
せることが一番重要で、それが犯罪の抑止につ
ながると思っています。パトロール中は絶対に
事故を起こさないよう、交通規則を守り、模範
となるような安全運転を心掛けています。この
仕事で一番驚いたのは、地域の誰からも「あり
がとう」「ご苦労様」といった感謝の言葉を掛け
られることです。特に子どもたちは通パトに親
近感を持っているようで、道端から手を振って
くれたりお辞儀をしてくれたりすると、こちら
も清々しい気分になりますね。

　学区内の通学路には、車の通りが多い場所や
人通りの少ない場所など、子どもたちが歩くに
は心配な箇所があります。下校時に、そのよう
なところでの見守りや防犯啓発活動をしていた
だき大変感謝しています。本校では、4月に通
パト隊員の方と対面集会を行っていますが、そ
の後に6年生が感謝の気持ちを作文にして校内
に掲示し、防犯と交通安全の意識を高めていま
す。これからも、シルバー会員の豊富な経験を
活かし、防犯パトロールや子どもたちへの声掛
けを続けていただけるとありがたいですね。

通学路
防犯パトロール隊
山田 宗光 会員

八生小学校

根本 達也 校長

誰
か
ら
も
感
謝
の
言
葉
を
掛
け
ら
れ
ま
す

感
謝
の
気
持
ち
を
作
文
に
し
て
い
ま
す

会員
からの

声
学校
からの

声
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普
及
・
啓
発
活
動

P
R
活
動
実
施
中
！

●
成
田
市
健
康
・
福
祉
ま
つ
り

　

10
月
19
日
・
20
日
の
両
日
、
保
健
福

祉
館（
赤
坂
）を
会
場
に
、
18
回
目
と
な

る
成
田
市
健
康
・
福
祉
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
下
村
理
事
長
を
は
じ
め

と
す
る
理
事
や
事
務
局
職
員
、
広
報
部

会
員
ら
は
来
場
者
に
対
し
会
員
募
集
や

P
R
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
仕
事
の
内

容
に
つ
い
て
も
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に

説
明
。
ま
た
、
多
く
の
会
員
が
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
来
場
者

カ
ウ
ン
ト
や
ロ
ー
ド
ト
レ
イ
ン
の
受
付
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

●
成
田
市
産
業
ま
つ
り

　

11
月
16
日
・
17
日
、
恒
例
の
第
39
回

成
田
市
産
業
ま
つ
り
が
成
田
国
際
文
化

会
館（
土
屋
）を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
普
及
・
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
毎
年
参
加
。
今
回
も

下
村
理
事
長
や
理
事
な
ど
が
来
場
者
に

積
極
的
に
声
掛
け
す
る
と
と
も
に
、
チ

ラ
シ
や
風
船
な
ど
を
配
布
し
P
R
に
努

め
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
実
行
委
員
会
か
ら
委
託
を

受
け
た
会
員
4
名
が
オ
レ
ン
ジ
ベ
ス
ト

を
着
用
し
清
掃
と
美
化
に
活
躍
し
ま
し
た
。

女
性
部
会

交
流
会

　

女
性
会
員
の
交
流
を
図
ろ
う
と
、
10
月

3
日
、
中
央
公
民
館
で
千
葉
の
郷
土
料
理

「
太
巻
き
寿
司
」
料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
か
ら
女
性
会
員
が
集
ま
り
健

康
体
操
や
手
芸
な
ど
の
会
を
開
い
て
い
る

も
の
で
、
今
回
16
名
の
女
性
会
員
が
参
加
。

以
前
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
作
り
方

を
教
え
て
い
た
と
い
う
本
セ
ン
タ
ー
の
萩

原
薫
会
員
が
講
師
と
な
り
、「
バ
ラ
・
ア
ザ

ミ
・
花
椿
・
四
海
巻
」
の
4
種
類
の
寿
司

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
「
太
巻
き
寿

司
」
は
古
く
か

ら
冠
婚
葬
祭
や

集
ま
り
の
時
の

ご
ち
そ
う
と
し

て
千
葉
県
内
で

受
け
継
が
れ
て

き
た
そ
う
で
す
が
、
意
外
に
も
参
加
し
た

会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
作
る
の
は
初
め
て
と
の

こ
と
。「
バ
ラ
」
は
ど
の
班
も
き
れ
い
に
で

き
た
も
の
の
、「
ア
ザ
ミ
」
は
と
て
も
難
し

く
各
自
が
悪
戦
苦
闘
。
最
後
は
み
ん
な
で

和
気
あ
い
あ
い
と
、
見
て
キ
レ
イ
・
食
べ
て

お
い
し
い
太
巻
き
寿
司
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い

ま
し
た
。

入
会
説
明
会　

　

女
性
を
対
象
と
し
た
説
明
会
が
、
9
月

19
日
、
10
月
25
日
、
赤
坂
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
通

常
の
説
明
に
続
き
、
女
性
理
事
が
、
自
身

の
入
会
動
機
や
就
業
に
つ
い
て
の
体
験
な

ど
を
参
加
者
に

語
り
、
入
会
を

呼
び
掛
け
ま
し

た
。
こ
の
説
明

会
は
年
3
回

予
定
し
て
お
り
、

次
回
は
3
月
23

日
に
開
催
予
定

で
す
。

レシピを見ながら太巻き寿司を巻く会員

説明会の様子

来場者へチラシを配布する下村理事長（右） 来場者をカウントする会員

きれいに巻けた太巻き寿司
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Ｎ
Ｓ
Ｃ
旅
行
会

　
北
関
東
小
さ
な
旅
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
、

「
宇
宙
と
歴
史
と
老
舗
料
亭
の
会
席
料
理

を
楽
し
む
ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
旅
」
と
し

て
９
月
27
日
、
茨
城
県
へ
。
本
セ
ン
タ
ー

岩
舘
利
成
副
理
事
長
が
に
わ
か
添
乗
員
と

な
り
、
楽
し
い
ト
ー
ク
か
ら
旅
は
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
出
発
か
ら
１
時
間
半
ほ
ど
で
、
映
画
や

ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
に
使
わ
れ
て
い
る
ワ
ー
プ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

へ
。
江
戸
か
ら
昭
和
の
街
並
み
が
見
事
に

再
現
さ
れ
て

お
り
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
見

た
場
所
は
こ

こ
だ
っ
た
の

か
と
思
い
な

が
ら
、
最
近

撮
影
が
許
可

さ
れ
た
場
所
で
記
念
に
写
真
を
一
枚
。

　
昼
食
は
創
業
が
明
治
22
年
、
連
合
艦
隊

司
令
長
官
の
山
本
五
十
六
も
訪
れ
て
い
た

と
い
う
茨
城
を
代
表
す
る
老
舗
料
亭
霞
月

楼（
土
浦
市
）。
料
亭
の
歴
史
を
聞
き
な
が

ら
豪
華
な
会
席
弁
当
を
美
味
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
最
後
は
人
工
衛
星
の
開
発
や
運
用
が
行

わ
れ
、
宇
宙
開
発
の
中
枢
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
筑
波
宇
宙
セ
ン

タ
ー（
つ
く
ば
市
）へ
。
身
分
証
明
書
を
持

ち
一
人
ず
つ
受
付
を
し
、
普
段
は
見
ら
れ

な
い
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
き
ぼ

う
」
の
管
制
室
や
宇
宙
飛
行
士
の
訓
練
施

設
を
見
学
し
ま
し
た
。
管
制
室
は
ガ
ラ
ス

越
し
に
見
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

大
き
な
モ
ニ
タ
ー
に
映
る
N
A
S
A
や
宇

宙
か
ら
の
ラ
イ
ブ
映
像
に
大
感
激
。
訓
練

施
設
で
は
色
々
な
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後

実
際
に
宇
宙
飛
行
士
が
使
う
道
具
を
間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
旅
行
の
最
後
に
岩
舘
添
乗
員
が

「
江
戸
か
ら
宇
宙
ま
で
壮
大
な
旅
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
。」
と
締
め
く

く
る
と
、
参
加
者
全
員
が
う
な
ず
い
て
楽

し
い
旅
を
終
え
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

筑波宇宙センターで

再現された江戸の街並み

新
入
会
員
紹
介

　
行
木
さ
ん
は
昨
年
７
月
に
入
会
し
、
現

在
は
公
民
館
で
就
業
し
て
い
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
ろ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
、
既
に
入
会
し
て
い
る
多
く

の
知
人
か
ら
色
々
な
話
を
聞
い
た
こ
と
だ

そ
う
で
、
そ
の
う
ち
に
自
分
で
も
何
か
役

立
て
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
半
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

気
持
ち
で
入
会
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
公
民
館
の
仕
事
に
つ
い
て
伺
う
と
「
臨

時
職
員
さ
ん
と
の
関
わ
り
方
や
夜
の
勤
務

に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
緊
張
感
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
シ
ス
テ
ム
画
面
に
慣
れ
る
こ
と

も
大
変
で
す
。
で
も
魅
力
あ
る
公
民
館
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。」
と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
現
役
時
代
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

育
成
す
る
仕
事
に
携
わ
っ
た
経
験
が
あ
り
、

ガ
イ
ド
の
た
め
の
資
料
作
成
や
人
集
め
な

ど
と
て
も
苦
労
し
た
と
の
こ
と
。
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
話
さ
れ
る
と
き
の
表
情
は
と

て
も
楽
し
そ
う
で
、
と
て
も
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
も
と
も
と
祭
り
が
大
好
き
で
祭
り
の
話

を
し
た
ら
止
ま
ら
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
そ
の
他
に
も
園
芸
や
神
社
・

仏
閣
め
ぐ
り
な
ど
も
好
き
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
神
社
・
仏
閣
め
ぐ
り
で
お
勧
め
の

場
所
は
と
尋
ね
る
と
、「
京
都
の
山
科
に

あ
る
、
豊
臣
秀
吉
が
花
見
を
し
て
い
た
こ

と
で
有
名
な
醍
醐
寺
。
庭
園
が
素
晴
ら
し

い
か
ら
」
と
、
す
ぐ
に
詳
し
い
解
説
付
き

で
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
と
に
か
く
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
つ
い

て
語
ら
せ
た
ら
、
時
間
が
い
く
ら
あ
っ
て

も
足
り
な
い
と
話
す
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
、
就
業
に
趣
味
に
と
日
々
充
実
し
た
生

活
を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
話
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。趣味を生かして植木の手入れも

行木 廣勝さん
（寺台）

7

成田市シルバー人材センターS  LVER 2020年（令和２年）２月１日発行



成田→

←佐原

←51号

408号→

JR成田線
JR久住駅

久住
中学校 JA久住支所

コンビニ 飯岡
消防署

BUS

成田市シルバー人材センター

わたしの趣味　―ウォーキング― 片岡　健二 会員 （玉造）

〒286-0819　成田市久住中央1丁目12番地3
TEL 0476-36-6161　　FAX 0476-36-6711
http://webc.sjc.ne.jp/narita/index
E-mail：narita@sjc.ne.jp

〈受付時間〉
月〜金曜日  午前8時30分〜午後5時15分
　　　　　　(土日・祝日、年末年始除く)

編集・発行　公益社団法人 成田市シルバー人材センター 広報部会

　
昨
年
９
月
の
台
風
15
号
に
は
驚
き
ま
し
た
。
あ
の
風
の

強
さ
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の
経
験
で
、
我
が
家
の
屋
根
瓦

も
飛
び
室
内
は
雨
漏
り
で
水
浸
し
の
状
態
に
。
停
電
も
長

引
き
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
も
開
店
休
業
状
態
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
何
ら
か
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後
も
台
風
、
大
雨
と
続
き
と
う
と
う

避
難
命
令
ま
で
出
さ
れ
る
始
末
に
。
個
人
的
に
は
令
和
元

年
は
別
の
意
味
で
記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
か
ら
、
予
定
し
て
い
た
本

紙
の
取
材
な
ど
も
１
カ
月
以
上
遅
れ
て
し
ま
い
少
し
焦
り

ま
し
た
が
ど
う
に
か
間
に
合
い
ま
し
た
。
今
年
は
何
も
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　ウォーキングを始めたのは15年前で、現在、千葉
歩こう会と成田ウォーキングクラブに所属していま
す。会が企画するコースは歩く場所も様々で、距離
も短いものから長いものまで色々とあります。個人
的には海を見ながらのコースが好きですが、東京の

下町など歩い
てみたいと思
うコースに参
加するように
しています。 
時速5～5.5ｋｍ
くらいで歩く
ので、けっこ

う速いとは思いますが、景色
は十分堪能することができ、
こんな場所があったのかと
新たな発見もたくさんありま
す。また、参加者とのコミュ
ニケーションを積極的に取
ることで新たな仲間が増え、
色々な情報交換をすることができることも魅力のひ
とつです。今から６年前の70歳の時には50ｋｍを10
時間で歩くことができました。これも仲間の情報や
励ましによるものです。これまでに訪れたところの
情報はすべてメモしていますが、自分にとってはこ
れが一番の宝物となっています。

編
集
後
記

事業実施状況報告（4月〜9月）

台風の影響で契約金額は大幅減に事業実績報告 平成30年度 令和元年度

会員数
男 414人 404人
女 110人 103人

合計 524人 507人
就業実人員 431人 423人
就　業　率 82.3% 83.4%

受託件数

公共機関 287件 270件
民間企業 478件 455件
一般家庭 1,064件 1,048件

合計 1,829件 1,763件
契約金額 122,265千円 118,466千円

　昨年度と比較すると会員数は、高齢会員の退会
などにより男女とも減少し全体で17名減となり
ました。今期は酷暑の中での除草・植木剪定作業
が続き、会員への負担軽減のため作業量を減らし
たことや、甚大な被害をもたらした台風と大雨な
どの影響もあり、上半期の契約金額は昨年度と比
べ3,798,713円の大幅な減となりました。異常
気象による影響はその後も続き、さまざまな作業
で進捗の遅れが目立ちました。特に、除草・植木
剪定作業は数カ月待ちの状態が続きました。　

愛用のグッズ
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